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はじめに
古くから洋楽は日本人に多く聴かれており、現代にいたるまで親しまれ

てきた。そして、その後にJ-POPが誕生し、親しまれるようになった。そこ
で私たちは、現代におけるJ-POPと洋楽の関係や、洋楽圏と日本人アーティ
ストの間の関係を調べることにした。これによって、洋楽圏において、よ
りJ-POPが親しまれるようにすることができるのではないかと思い、研究を
始めた。

外国人の評価

「あなたの周りの人が
知っている日本人歌手はだれですか。」

坂本九が一位となった。また、彼は「上を向いて歩こう」で日本人で初
めて全米チャート1位を獲得したこともあり、その知名度は高い。
また、2位のTHE BOOMの宮沢和史は、特にアルゼンチンで有名である。そ

の理由として、彼の代表作である「島唄」が日韓ワールカップの際にアル
ゼンチンの大会応援ソングに起用されたことが要因である。
この2つに共通することは、いずれも自分たちから売りに出したのではな

く、現地の人がその曲を広めたということ。そして、一度日本で流行り海
外で再ブレークしたということがわかる。
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実際に海外で活躍する日本人とその理由

あるサイトでは、BABYMETALについて1)「そんな彼女たちが注目を集めた大
きな理由のひとつはラウドミュージックに精通したプロデューサーの小林啓
氏(アミューズ)が発明した『アイドルとメタルの融合』をコンセプトにした
独自性と意外性のアイディアです。」と評価している。
また、他のサイトでは、ファッションビジネスコンサルタントの坂口昌章
さんが、2)「私にとって、BABYMETALはコンセプトだ。しかも、とても斬新
かつ効果的なコンセプトである。」と語っている。

結果
・BABYMETALはアイドルとメタルという意外性のある融合によって
活躍

・「島唄」や「上を向いて歩こう」のようなかつての日本のヒッ
ト曲が海外で再流行

・インターネットの発達により違法アップロードが蔓延
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「日本のポップス」→「J-POP」(Japanの頭文字)

背景ː1985年 日本専売公社→日本たばこ産業(JT)
1986年 浜田省吾のアルバム「J-boy」
1987年 日本国有鉄道→JR

⇒日本をあらわす文字「J」が定着してきた時期
※1993～1995年 一般的に利用されるようになる
背景ː1993年 日本プロサッカーリーグ開始

1990～ ・音質向上
・1982年に登場したCD、再生装置の普及
→音楽市場拡大＋売り上げの上昇

2000～ ・抽象的なシンセサイザー音が主流に
・CD不況←顧客の趣味趣向の細分化
・ネットを中心とした音楽シーン
・音楽配信(デジタルダウンロード)の売り上げ上昇

2010～ ・クラブミュージック直系のJ－POPが人気
・アイドルグループと他アーティストの格差が拡大
・YouTube・違法ダウンロードの蔓延
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